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研究成果の概要（和文）：本研究は、従来の行為者理論において見落とされてきた、人間の「脆弱性」
（vulnerability）に着目することにより、自発的な制御を基調とする主流の行為者 概念を、より相互依存的・
状況依存的なものとして捉え直すことを目的としてきた。その際、行為論・倫理学・現象学・社会学の研究者
が、各分野の特性を活か しつつ領域を横断した対話を行った。この学際的研究により、個別領域にとどまらな
い理論的な知見を深め、行為者概念について多層的かつ多角的な解明を進めることができた。

研究成果の概要（英文）：We highlighted human vulnerability and its related notions such as 
suffering, empathy, care, receptivity, and responsibility, thereby successfully providing a more 
nuanced picture of human agency than mainstream action theorists did. Many of theorists on human 
agency have placed an overriding emphasis on the self-governing dimension of agency, and thus 
largely overlooked the vulnerable aspects that are central to understanding the nature of relational
 agents like us. To fill in this lacuna, we adopted an interdisciplinary approach, and fully 
explored the fundamental implications of human vulnerability for the theory of human agency. 

研究分野： 哲学・倫理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
私たちは、他に依らず自足している行為者

であるよりも、むしろ、自分の意のままにな
らない他者や状況に依存し翻弄されつつ行
為するような、「脆さ」を抱えた行為者であ
るように思える。 
 しかし、従来の行為者理論においては、能
動性の高い、行為者の「自己決定的」な側面
や「自己統御的」な側面が重視されてきた。
そのため「行為者のありようが周囲の他者や
状況に意のままにならない仕方で左右され
る」といった受動的な側面は、きちんとした
形で主題化されることがなかった。このよう
な傾向は、行為者理論の代表的論者である
Ｍ・ブラットマン、Ｃ・コースガードなどに
おいて顕著であるし、国内における研究に関
しても同様の傾向が見られる。 
 主流の分析哲学的な行為者理論にとくに
見られるこのような能動性偏重の行為者概
念に対して、本研究は他分野からの知見を取
り入れ、「脆さ」（もしくは「傷つきやすさ」）
をはらんだ人間の行為者の複雑な実態に迫
りうる理論的枠組みを構築する。その際、他
者への依存と状況への依存という互いに関
連する二つの観点から、「脆さ」を抱えた行
為者性を解明する。その考察を踏まえた上で、
従来の自己統御重視型の「実践的合理性」の
捉え方に関しても、「自分自身が抱える脆さ
や、他者が抱える脆さにどう関わり、応じて
いくべきか」という観点から、再考すること
になる。とりわけ、ケアの倫理・フェミニス
ト倫理・現象学的行為論・社会学的行為論・
社会的承認論など、幅広い分野から豊かな知
見を結集させることで、相互依存的で状況依
存的な行為者の様々な位相を整理し、さらに、
それらの位相の相互の連関を明らかにする。
以上の一連の作業を通じて、現実の複雑さに
十分に見合った行為者理論を提示する。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、従来の行為者理論において見落

とされてきた、人間の「脆さ」に着目するこ
とにより、これまで個人主義的に捉えられて
きた行為者概念を、より相互依存的・状況依
存的なものとして捉え直すことを目的とす
る。その際、行為論・倫理学・現象学・社会
学の研究者が、各分野の特性を活かしつつ領
域を横断した対話を重ねる点に、本研究の特
徴がある。この学際的研究により、個別領域
にとどまらない理論的な知見を深め、行為者
概念について多層的かつ多角的な解明を進
めることで、哲学的行為論の新たな実践的射
程を開くことを目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 

本研究では、脆さと依存性をはらむ行為者
の、複雑に入り組んだ全体像を、以下の（１）
～（３）の三つの側面（事象論・概念論・規
範論）から――ただしこの三つの側面を互い
に関係づけつつ――明らかにする。それによ
って、「脆さと依存性に根ざす行為者理論」
を、従来の「自己統御に根ざす行為者理論」
の不備を補う理論として、またその代替とな
るような包括的な理論として構築する。 
 
（１）行為者が抱える「脆さと依存性」に関
する事象分析（事象論） 
（２）行為者が抱える「脆さと依存性」に関
する概念分析（概念論） 
（３）脆さを抱えた行為者に関する実践的合
理性の分析（規範論） 
 
 
４．研究成果 
 
（１）1990 年代以降のケアの倫理の代表的論
者たちが、「人間は脆弱性や依存性を不可避
に抱える」という事実に基づき、どのように
ケアをめぐる責任に関する 議論を展開して
いるのかを検討した。そうした検討を通して、
他者応答的な行為者概念を提示した。（２）
他者の混沌とした苦しみ（とりわけ病苦）に
対するケアにおいて、私たちの「身体的な脆
さ」がどう複雑に作用するのかを考察した。
そのうえで、ケアにおける「認識をめぐる責
任」について、現代の社会的認識論を参照し
つつ、認識上の摩擦という観点から論じた。
（３）フェミニスト倫理学における関係的な
自律論について 批判的に検討し、自己統御
の概念を責任概念と結びつけることで、伝統
的な自己統御概念とは異なる関係的な自己
統御の概念の提示を試みた。（４）「性」の表 
明や「男／女らしさ」の問題に関して、自己
物語、自由意志、自律性、情動に関する哲学
的議論を参照しつつ考えた。その際、日本に
おけるトランスジェンダー の医療化をめぐ
る状況も考察した。（５）フッサール、レヴ
ィナス、ハイデガー等を参照しつつ、共感や
共苦といった事象を、傷つきやすさの観点か
ら考察し、 その倫理的含意を明らかにした。
（６）現代英語圏における道徳的運の議論を
検討し、ままならない人生における運と道徳
性の関係性について批判的に考察した。 
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